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1　は　し　が　き

福島県における小麦一大豆の1年2作体系は小麦の成熟

期が遅いため，後作大豆の栽培が困難で適応地帯が極めて

限定されていろ。そこで大豆に代わろ作物として油脂用ヒ

マワリを取り上げ麦との組み合せの面から適品種及び作期

を検討した。

2　眈　験　方　法

（1）試験Ⅰ適品種の選定

1）試験場所　福島農試内田場　花崗岩土壌客土畑

2）試験年次　昭和56～57年

3）耕桂概要

①　供試品種　台南選1号，PEREDOYIK・IS‾

903，Ⅰ8－907

⑧　播種期　7月1日

⑧　栽植密度　畦幅70戊　株間20‘潤（56年）・30‘耶

（57年），1本仕立

④施肥量（他人）NO・5，P2051・0，R201・0・

石灰8，堆肥200

⑤　区制及び1区面頓　2区制，1区2川

（2）試験1作期

1）供試品種　台南選1号

2）播種期

表1品種別生育及び収量

区 1 I 1 Ⅳ

年次 （月日）（月日）（月日）（月日）

56 ー　◆ 舛 9 ㍉ ㍉巾

57 舛 0 舛 0 ㍉ 舞0

※

l・lは大麦後，l

Ⅳは小麦後を想定

その他は試験Ⅰに同じ。

3　試験結果及び考察

（1）適品種の選定

各品種の主要生育ステージを比較すると，開花期は2か

年平均で8月23～24日であり，品種による差は認められな

かった。成熟期はわずかではあるが，品種間に差がみられ，

Ⅰ8－907が最も早く，以下台南選1号，PEREDOVIK，

IS－903の頓であった。全生育日数は，成熟期が最も早い

IS－907が2か年平均で86日，以下台商運1号が87臥

fEREI〉0VIEが89日，18－903が91日であった。

成熟期における草丈は台再選1号が最も長梓で以下PE－

REDOVIK，18－903，18－907の頓であったがその差

はわずかであった。葉数は台南選1号が最も多く・以下

pEREI）0VIR，18－907，1S－903の頓であった。垂径

はPEREDOVIEとIS－903，台南選1号と18－907がは

ば同等で，PEREDOVIK，IS－903が，台南選1乳18

－907に比べて勝った。頭状花の直径はPEREDOVIKが

最大で，台南選1号，IS－903，IS－907はほほ同等で

　 項 目

年

開花期

（月日）

成熟期

（月日）

生育 日数

（日）

成　　 熟　　 期
子実重

（吻ム ）

22．3

同左比

（％）

100

千粒重

（の

50．8

草　 丈 葉　 数 茎　 径 頭 状花
直 径

品　 種　　　　 次 （（れ） （枚） （m ） （m ）

台 南 選 1 号
56 8．20 9．28 89 17 1 33．5 17．1 12．8

57 8．25 9．24 85 157 30．3 20．0 15．1 24．1

22．8

100

10 2

63．6

55．0

69．0

47．3

P E R E I）0 V IE
56 8．21 9．30 9 1 15＄ 29．8 20．2 13．9

57 8．26 9．25 86 156 27．1 27．0 18．3 26．6

20．5

110

92

1 8 － 903
56 8．22 10． 3 94 164 26．5 20．3 11．5

5 7 8．25 9．27 88 140 20．0 26．0 16．1

12．6

22．6

20．6

94

92

53．3

46．2

1 8 － 907
5 6 8．21 9．2tI 87 162 27．4 20．1

57 8．24 9．24 85 138 22．5 19．0 15．7 24．1 100 51．8
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あった。

収量はPEREDOVlKが2か年平均で24．川砂んと最も多

収で以下台南選1号，16－907，18－903の頓であったが，

その差はわずかであった。千拉重はPEREDOVIEが最も

重く，次いで台南選1号で，18－903と18－907がほほ

同等でそれに次いだ。収量と諸形質との相関をみてみろと，

収量と感状花の直径（．＝踊0），収量と千拉重くr＝

摘5）との間には，各々高い正の相関がみられ，頭状花

の直径が大きいほど，千拉垂が重いほど多収となっていろ○

したがって品種を選択すろ場合，収量性から選択すろと，

頭状花の直径が大きく，かつ千粒重が重いことが選択の基

準となる。ゆえにその基準に従えば，供試品種の中では，

アEREDOVIE．台商運1号が有望と思われる。

（2）作　期

播種期別の主要生育ステージを比較すると，開花期につ

いては，播唖から開花期までの日数と，その生育期間内の

平均気温との間には図1に示す通り，高い負の相関がみら

れ，20一一25℃の範匪＝こおいて温度が高いほど短くなる傾向

を示した。成熟期は2か年平均で6月9、10日播きが9月

7日，6月19～20日播きが9月9日，7月1日播きが9月

訪日，7月10日播きで10月9日であった。その際の全生育

日数はそれぞれ89，82，87，91日で，播種期による差がわ

ずかではあるが認められた。積算気温では6月19～20日播

きが約1900℃で，その他の播種親が約2000℃であった。

成熟期における草丈・茎径には年次変動があり，播種朋

の違いによる差は認められなかった。

収量は，6月19～20日播が2か年平均で27．2たがもと最も

多収で，以下7月10日播き，7月1日播き，6月9～10日

播きの頓で，いずれの播種期とも20吻八以上の収量であっ

た。千粒重は7月1日播き，7月10日播きがほほ同等で最

も重く，次いで6月19日～20日播きで，6月9～10日播き

蓑2　播種期別生育及び収量

20　　　　　25　　　　　30（℃）

平均気温

図1開花期までの目数と平均気温

は他の播種期に比べてかなり劣った。以上のことから，ヒ

マワリの全生育日数は約90日で．7月上旬に播種した場合

でも，1900、2000℃の積算気温が得られれば，10月上旬に

は成熟し，収量も20履／8以上得られることが明らかとなっ

た。福島県の会津地方平坦部においては麦の播種晩限が10

月10日と早いため，小麦一大豆1年2作体系を組むことは

不可能であった。しかしヒマワリの場合，7月1半句に播

種すれば，麦の播種晩限前の10月1半句には成熟すること

から，会津地方平担部においても小麦一ヒマワリの1年2

作体系を組むことは十分可能であろ。小麦－ヒマワリ体系

によって1年2作体系を会津地方平坦部まで適応地域を拡

大できる可能性が兄い出せた。

播 種 期

開 花 期

（月 日）

成 熟 期

（月 日）

生 育 日数

（日）

積 算 気 温 （℃ ） 成　 熟　 期 子 実 重

（吻／ 8 ）

同 左 比

（％）

千 拉 重

（の播 種 ～ 開 花 開 花 、 成 熟
生 育

期 間

草 丈

（C椚）

茎 径

（耽れ ）

1
8 ． 5 9 ． 5 8 7 1，2 5 9 7 3 5 1，9 9 4 14 0 1 3 ．4 1 6 ．9 10 0 40 ．6

8 ． 4 9 ． 8 9 1 1，17 3 8 5 3 2 ，0 2 6 17 4 2 3 ．0 2 6 ．9 10 0 4 8 ．8

1
8 ．1 3 9 ． 5 7 7 1．2 6 4 5 4 4 1，8 0 8 14 6 1 6 ．1 2 7 ，4 16 2 4 9 ．3

8 ．15 9 ．1 3 8 6 1．2 4 1 6 7 9 1，9 2 0 1 7 1 2 4 ．0 2 6 ．9 10 0 5 7 ．2

Ⅰ
8 ．2 0 9 ．2 8 8 9 1 ．2 20 8 0 7 2．0 2 7 1 7 1 17 ．1 2 2 ．3 1 3 2 5 0 ．8

8 ．2 5 9 ．2 4 8 5 1 ，2 7 9 6 18 1 ，8 9 7 15 7 2 0 ．0 2 4 ．1 9 0 6 3 ．6

『
8 ．2 8 10 ．1 1 9 3 1，2 1 2 8 18 2 ，0 30 16 0 17 ．8 25 ．8 1 5 3 55 ．6

9 ． 1 10 ． 7 8 9 1 ．2 6 7 6 72 1，9 3 9 17 8 20 ．0 2 2．4 8 3 58 ．2

4　ま　　と　　め

ヒマワリの全生育日数は約90日で，7月上旬に播種した

場合の成熟期が10月上旬であることから，麦との1年2作

体系を組むことが可能な作物で，適応地域も広いことが明

らかとなった。品種的にはPEREDOVIK，台南選1号が有

望であった。




